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✍巻頭言 東灘日本語教室代表 

兵庫日本語ボランティアネットワーク副代表   延原 臣二  
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東灘日本語教室では現在、外国人の子どもが二人、

大人に混じって勉強しています。 

一人は１年近く前から来ている中国人の女の子で、

今年中学に入学しました。本庄小学校の学区内だった

ので、本来にこにこ会で勉強すべきだったのですが、

にこにこ会が人手不足だったため、引き受けました。

当初は大人に囲まれて小さくなっていましたが、今で

はうるさい程で、少々持て余しています。３月末で、

にこにこ会に引き取ってもらうつもりでしたが、もう

少し預かってほしいと言われレッスンを続けています。 

もう一人は、４月末に来たばかりの小学校１年生の

中国人の女の子です。母親と一緒に西宮から通ってき

ます。１回目のレッスンでは、先生が高齢の男性とあ

って緊張していましたが、絵入りの「あいうえ表」を

見せると俄然張り切って、かたっぱしから「あ・い・

う・え・お」と大きな声で読み出しました。小１とい

うタイミングから見て、この子は早めに手放すことが

できそうです。 

この２年ほどの間、毎年夏休みと冬休みの度に、中

国から来ていた男の子がいました。短期滞在のため引

き受ける教室がなく、東灘で勉強していました。次は

いつかなと思っていたら、この３月、予定を早めて日

本に住むことになり、芦屋の小学校に編入したという

連絡がお父さんからありました。 

ご存知のように、こうべ子どもにこにこ会は東灘日

本語教室から分離独立して成立しました。それまでは 

日系人が多数を占める教室の中で、大人と一緒に日本

語の勉強をしていましたが、子どもの数が増えるとと

もに、次第に教科を教えるようになり、分けた方が良

いという判断から独立したと聞いています。それ以来、

大人は東灘、子どもはにこにこ会とすみ分けをしてき 

 

 

たのですが、それが崩れてきたのは今から７，８年ほ 

ど前からでしょうか。子どもの数がさらに増えて、に

こにこ会だけでは対応できなくなり、その要請を受け

て子どもも引き受けるようにしました。ただ、にこに

こ会との暗黙の了解事項としては、学区外の子どもや

短期滞在の子どもなどに限っています。来日したばか

りの子どもに対しては、にこにこ会と連携して、複数

レッスンをし、手厚い対応をしてきました。 

 ただ、東灘には教師出身のボランティアや学生が少

ないため、教科を教えるのには苦労しています。また

受験・進学になるとノウハウがなくて、にこにこ会に

頼っているのが実情です。 

 さて、東灘日本語教室もこうべ子どもにこにこ会も

もともとは「多文化共生センター・こうべ」（現在は多

文化共生センターひょうご）という団体から枝分かれ

しました。深江南町の事務所は今もこの３団体が、資

金を出し合って運営しています。３団体が主催する催

しとしては、毎年秋に行う深江多文化フェスティバル

があり、ほかにも日常的に助け合っています。しかし、

今から７，８年前までの方が、３団体を兼任する事務

担当者もいて、その連携はより強いものがありました。 

 にこにこ会は学校や行政との関係を上手に築いてい

ますが、慢性的に人手不足であることなど、問題もあ

ります。一方、ボランティア運営に頼っている東灘日

本語教室は、これ以上の事業拡大が難しいなどの課題

を抱えています。東灘日本語教室もにこにこ会も数年

後には設立 20周年を迎えます。この辺を機会に３つの

団体の組織のあり方を考え直す必要が出てくるのでは

ないかと、私は考えています。 
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 ✍活動レポート（１）  

放課後日本語・教科学習支援教室の取り組み 〜夏休み宿題教室〜 

       

      こうべ子どもにこにこ会では毎年、夏休み期間中に子どもたちの宿題を（特に自由研究や図工、作文 

といった、自分だけの力で行う事が容易でない宿題を中心として）サポートする夏休みの宿題教室を実施

しています。 

２０１５年度も８月２日〜６日に学生ボランティアのみなさんが中心になって開催されました。 

 

 

（右）宿題教室に向けてのボランティア研修会 

にこにこ会の活動に興味を持ってくれる 

学生さんが、たくさん登録してくれました。 

  

（下）宿題教室当日の様子 

   写真はないですが実験もしました。 

  ボランティアさんは企画・準備などたいへん 

でしたが、おかげで自由研究の課題ができた 

という子どもたちも多くいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ☆にこにこ会は公益財団法人コープともしびボランティア振興財団 

のボランティア活動助成をいただいて、活動しています。 

 

（以下コープともしびボランティア振興財団 HPより抜粋） 

 コープともしびボランティア振興財団が、母体となった「ともしび拠金」は、
福祉ボランティア活動をする人たちの活動資金であり、なおかつ、その資
金を絶やさないよう、ボランティア自身の寄付などで、常に資金を補填し
ていくというしくみをつくり上げていました。財団法人となってからも、この
理念は継承され、現在にいたるまで、ボランティアのみなさんからも、毎
年「寄付」「賛助会費」の形で、財団への支援をいただいています。それと
同時に人の力、知恵などのエネルギー、もの、設備、技術、技能、場所な
どのボランティア資源が大きく回転する「活動の循環」をめざします。 
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✍ 2015 年度 イベント報告    

 

多文化フェスティバル深江ににこにこキッズカフェを出店！！ 
 

 ２０１５年度も多文化フェスティバル深江が開催されました。 

その中でこうべ子どもにこにこ会は５回目となるキッズカフェを出店、１１人の子どもた

ちがキッズ店員として大活躍しました。 

 当日ご来場いただいた皆さま、本当にありがとうございました。 

 
                                                                          

  

２０１５年１１月３日、多文化フェスティバル深江にキッズカフェを出店しました。 

メニューは、当日に子どもたちが作ったお菓子や保護者の方が作ってくださったお菓子、その他さまざまな国の食

べ物や飲み物です。カフェに飾るものを持ってきてくれた子がいたり、子どもたちで役割分担を考えるなど、自分たち

でキッズカフェを成功させようと工夫していました。                                                                               

 カフェ店員に扮した子どもたちの仕事は、お客様をテーブル

に案内し、注文を聞き、注文の品をテーブルまで運ぶことで

す。高学年の子どもたちは前回までの経験もあり、積極的に

お客様に説明するなどして仕事に取り組めました。低学年の

子どもたちも高学年の子どもやボランティアさんにフォローし

てもらいながら元気にカフェ店員をしました。子どもたちの学

校のお友達も参加して地域とのいい交流になりました。 

   

             

 

〜当日のメニュー〜 

   ブリガデイロ（ブラジル） 

   ボーロ デ フバ（ブラジル） 

アルファホール（ペルー） 

月餅（中国）、ゴマ団子（中国） 

みたらし団子（日本） 等 
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✍活動レポート（２）   

 

２０１５年度 第３回こうべ子どもにこにこ会ボランティア研修会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

今回の研修ではにこにこ会の運営委員長である講師から 

放課後教室に来る外国につながる子どもたちが抱える課題や 

必要な支援についての話を聞き、にこにこ会の目指す活動の 

在り方を改めて確認しました。 

その後の校内日本語教室の講師も交えたグループワークでは、 

普段の活動の中で迷ったり、困ったりしたことについて話し合い、 

解決方法を探りました。活動日にはゆっくり話ができない仲間や、 

会う機会の少ない別の曜日のボランティアや校内日本語教室の 

講師とも意見交換できて有意義だったという声が聞かれました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外国につながる子どもたちが健やかに育つ環境づくりのために」 

            ～こうべ子どもにこにこ会がめざすもの～ 

 

２０１５年５月２３日（土）16時〜18時  

本庄地域福祉センター 

講師：酒井滋子 

（こうべ子どもにこにこ会運営委員長） 

 

参
加
者
の
声 

    

・改めて聞くと、一つ一つが担当している生徒に当てはまる。特に来日時の年齢による日本での

学習対応力に違いがある。画一的な教え方でなく、生徒の状況をよく把握すべきだと思う。 

・最初ににこにこ会に来たときに説明を受けた方針ややり方を改めて意識するきっかけができて

よかったです。(中略)グループディスカッションで他のボランティアの方々がどのように子どもたち

に勉強を教えているか、どう接しているかを聞く機会ができ、有意義な時間を過ごすことができま

した。 

・木曜日の方との交流もできてよかったです。先生方との交流もできてよかったです。意見交換が

できました。 
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✍活動レポート（３）   

放課後日本語・教科学習支援教室の取り組み 

 

   放課後教室で学ぶ中学生の男の子が、自分の興味がある「日本の軍艦」について調べたことを、ボランティア

に対して発表しました。日本語の文献を読み、調べ、約二ヶ月かけて８枚の資料にまとめました。約３０分間の発

表時間中は普段より少し真面目に緊張感をもった様子でした。好きこそものの上手なれ。漢字の船の名前もたく

さん覚え、太平洋戦争での日本の戦い方など、日本人でも知らないようなことをたくさん話してくれました。今後も

もっと深く自分の関心をもったことに向かって探求を続けてほしいと思います。 

 

 

   発表の内容は・・・ 

     ≪軍艦の種類≫ 

      １．駆逐艦 ２．軽巡洋艦 ３．重巡洋艦 ４．航空母艦 ５．戦艦 

       この５つの軍艦についての説明をそれぞれ半ページから１ページにまとめて資料を作りました。 

       番外編で魚雷についても書いていました。 

      ≪戦争後に生き残った軍艦≫ 

       以下、一部抜粋 

 

       ・長門型戦艦一番艦 長門 

        戦争後にアメリカが接収、ビキニ環礁にて実施された核実験『オペレーション・クロスロード』に 

        ドイツの重巡『プリンツ・オイゲン』と一緒に参加した。  

        二度の被爆に耐え、さらにその後４日間は海上に在り続けたが、１９４６年７月２８日深夜から 

２９日未明の間に誰にも看取られることなく沈んだ 

 

 

       難しい言葉もたくさん出てきますが、漢字には読み仮名をふって、しっかりまとめ発表していました。 
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こうべ子どもにこにこ会 FB から（https://www.facebook.com/kobe.nikoniko） 

○にこにこパーティ（2015 年 12 月 11 日） 

本日にこにこパーティ開催！！ 

 

 

  アルゼンチンから来られている研修生による歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

○東灘日本語教室 新年会（2016 年 1 月 23 日）    

キッズカフェ@東灘日本語教室 新年会 

開催中！！みんな頑張ってます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容を随時更新しています。ぜひご覧ください！！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800309763166/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800309763166/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800309763166/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800309763166/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800359763161/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800359763161/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800359763161/?type=3
https://www.facebook.com/kobe.nikoniko/photos/pcb.1002800689763128/1002800309763166/?type=3
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✍ 校内日本語教室ニュース 
本庄小学校・東灘小学校で 

校内日本語教室の生徒が作文を書きました 

 
 

校内日本語教室では折にふれ、作文を 

書く活動をしています。児童それぞれが 

心に残ったこと、伝えたいこと、読んだ 

本の感想文などを書きます。書いた後に 

日本語教室の先生や友達の前で発表をし、 

聞いた人に感想も言ってもらいます。 

子ども達にとってワクワクドキドキする 

楽しい活動になっています。 

日本語の意味を覚えるだけでなく、作文 

や発表を行うことで、楽しみながら 

日本語を活用する力を身につけていく 

ことを目指しています。 

 

 

今回は、小学校一年生の男の子と女の子の 

作文を掲載しています。 
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★会員の皆さま、ご寄付くださった皆さま、ご支援ありがとうございます !! 

   皆さまのご支援により、にこにこ会の活動は成り立っています。 

今後ともご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

なお、備品、絵本等も有志の皆さんからいただいています。厚く御礼申し上げます。 

＜正会員・サポーター会員の皆様＞（順不同・敬称略） 

長嶋昭親 延原臣二 北村広美 大岡栄美 乾美紀 田中香織 酒井滋子    

武田丈 橘直人 中畠孝幸 波多野ファミリスクール 松田陽子 山口一史  

   

★2016 年度に助成・ご協力いただいた団体 ありがとうございます！！ 

赤い羽根共同募金助成、「生駒温子」児童福祉事業助成、住友ゴム CSR 基金、（公財）兵庫県国際交流協会、   

ひょうごボランタリー基金、（公財）コープともしびボランティア振興財団 

     

〈訃報〉にこにこ会の運営委員として 2007年よりご指導いただいておりました佐野末夫さんが昨年秋に 

ご逝去されました。スタッフ一同、心よりお悔やみ申し上げます。 

 

 

 

 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

〒658-0022 神戸市東灘区深江南町 4丁目 12-20-201 

 

 

 

日本語・教科支援ボランティア募集 

放課後教室のボランティアが大変不足しています！ 

それぞれの子どもの学習能力やニーズに対応し、主に日本語（国語）・数学（算数）・ 

英語の学習を１対１でサポートしています。原則として日本語でサポートを行います 

ので、外国語能力・経験等は不問です。やる気のある方歓迎です。  

☆活動時間：木・土 １６：００～１８：００  ☆活動場所：本庄地域福祉センター 

※ボランティア オリエンテーション（要予約）に参加してみませんか？ 

オリエンテーション担当 松下 までお気軽にお問い合わせください。 

問合せ先：０７８－４５３－７４４０ 

Email：kobekodomo_nikonikokai@yahoo.co.jp 

 

会員になって私たちの活動 

を支えてください。 

 ＊正会員【年会費 5000 円】 個人 

   総会での議決権がある会員です。 

   ＊サポーター会員【年会費 1 口 1000 円】 

      個人１口以上・法人１０口以上 
     経済的な支援を頂く賛助会員です。 

 

※寄付も大歓迎です♪ 

郵便振替 ００９０0－４－２５１２９８ 

こうべ子どもにこにこ会 

(同封の振込用紙をご利用ください) 

 

 

 

 

 

 

こうべ子どもにこにこ会 

こうべ子どもにこにこ会 

〒658-0022  神戸市東灘区深江南町４－１２－２０－２０１ 

 TEL・FAX 078-453-7440 

 Email kobekodomo_nikonikokai@yahoo.co.jp 

  URL http://nikoniko.qee.jp/（☛「こうべ子どもにこにこ会」で検索！）   

 


